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万
緑
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
27
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
会

長
に
再
任
さ
れ
、
こ
の
た
び
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

令
和
元
年
５
月
か
ら
会
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
が
、
私
の
よ
う
な
非
才
な
者

に
と
っ
て
は
、
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
の

令
和
３
年
度
　
事
業
計
画

Ⅰ
．
基
本
事
項

　
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会

は
、
健
全
な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
青

色
申
告
制
度
の
普
及
促
進
と
誠
実
な
記

帳
に
よ
る
適
正
な
申
告
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
租
税
等
に
関
す
る
調
査
研
究

会　長

 川 精 一

再
任
の
ご
挨
拶

　
令
和
３
年
５
月
27
日

午
後
２
時
よ

り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老
名
に

お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申

告
会
の
第
27
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

を
行
い
、
納
税
道
義
の
高
揚
及
び
公
平

簡
素
な
税
制
と
円
滑
な
税
務
行
政
の
確

立
に
寄
与
し
、
併
せ
て
、
事
業
経
営
と

社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
公
益
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
当
会
は
、
よ
り
開
か
れ
た
法

人
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
青
色

申
告
会
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

会
勢
の
拡
大
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
税

制
改
正
要
望
な
ど
を
行
い
、
事
業
主
の

環
境
の
改
善
に
も
取
り
組
み
、
次
の
よ

う
な
事
業
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研

究
並
び
に
建
議
。

２
．
租
税
関
係
の
法
令
、
通
達
等
の
周

知
徹
底
を
図
る
た
め
の
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
。

任
期
２
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
の
ご
信

任
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
任
期
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続

き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
会
の
正
会
員
数
は
３
月
末

現
在
で
約
５
５
０
０
名
、
神
奈
川
県
内

で
は
２
番
目
の
規
模
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
入
退
会
が
激
し
く
、
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
青
色

申
告
制
度
の
普
及
や
記
帳
・
決
算
の
支

援
と
い
う
基
本
的
活
動
を
軸
に
、
誠
実

な
納
税
協
力
団
体
と
し
て
幅
広
い
活
動

を
展
開
し
、
会
勢
の
拡
大
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
技
術
の
急
伸
に

よ
っ
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
な
ど
、
申
告
や
納
税
も
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
当
会

も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
新
た
な
相
談
指
導

体
制
を
、
会
員
の
皆
様
と
一
緒
に
模
索

し
、
構
築
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。会

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
で
す

が
、
よ
り
良
い
方
向
を
目
指
し
て
一
歩

ず
つ
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
２
期
目
ス

タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

３
．
経
理
、
経
営
に
関
す
る
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
及
び
記
帳
指
導

の
実
施
。

４
．
福
利
厚
生
に
関
す
る
諸
事
業
の
実

施
。

５
．
機
関
誌
の
発
行
及
び
上
記
各
号
の

諸
事
業
を
行
う
に
必
要
な
各
種
資

料
の
刊
行
配
布
。

Ⅱ
．
事
業
計
画

１
．
税
務
政
策
活
動
に
関
す
る
事
項


青
色
事
業
主
勤
労
所
得
控
除
の
早

期
実
現
に
向
け
た
運
動
を
展
開
す

る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
10
万
円
の
引

き
上
げ
運
動
を
展
開
す
る
。


消
費
税
制
の
簡
素
化
と
と
も
に
簡

易
課
税
制
度
の
事
前
届
出
制
の
廃

止
な
ど
小
規
模
な
課
税
事
業
者
に

対
す
る
納
税
事
務
負
担
の
軽
減
運

動
を
展
開
す
る
。


キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
推

進
に
努
め
る
。


租
税
教
育
活
動
に
取
り
組
む
。


そ
の
他
、
指
導
相
談
活
動
の
効
率

化
と
充
実
に
努
め
、
会
員
企
業
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
指
導
相
談
体

制
の
確
立
を
目
指
す
。

２
．
相
談
指
導
活
動
に
関
す
る
事
項


新
規
青
色
申
請
者
及
び
新
規
入
会

者
の
記
帳
指
導
に
努
め
る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
55
万
円
・

65
万
円
の
適
用
の
た
め
、
複
式
簿

記
の
普
及
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
及
び
電
子
帳
簿

保
存
の
普
及
推
進
に
努
め
る
。

第27回 通常総会
開催報告

全議案が承認
川会長が再任２期目

総会特集
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
消
費
税
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）に
つ
い
て
の

研
修
会
を
実
施
す
る
。


記
帳
の
自
己
研
さ
ん
運
動
（
記
帳

確
認
な
ど
）
を
積
極
的
に
展
開
す

る
。


会
員
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
税
務

署
の
開
庁
日
に
合
わ
せ
、
令
和
３

年
分
確
定
申
告
期
の
日
曜
日
に
決

算
指
導
を
実
施
す
る
。


会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン

Ａ
」
の
普
及
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
利
用
し
て
い
る
会
員
の
指

導
充
実
を
図
る
た
め
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
指
導
体
制
を
構
築
す
る
。


会
員
の
減
価
償
却
資
産
管
理
の
適

正
化
に
資
す
る
た
め
減
価
償
却
計

算
書
を
作
成
し
配
布
す
る
。


年
間
を
通
じ
て
原
則
予
約
制
に
て

指
導
会
を
開
催
す
る
。


複
式
簿
記
開
始
研
修
会
と
会
員
個

別
指
導
会
を
開
催
し
、
複
式
簿
記

記
帳
指
導
の
徹
底
を
図
る
。


税
理
士
会
の
協
力
を
得
て
無
料
税

務
相
談
制
度
の
活
用
を
推
進
す
る
。


顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
実
施
す
る
。


指
導
員
・
事
務
局
職
員
の
指
導
力

向
上
を
目
途
と
し
た
研
修
事
業
の

充
実
強
化
を
図
る
。


関
係
機
関
が
行
う
研
修
会
な
ど
へ

積
極
的
に
参
加
・
交
流
す
る
。


記
帳
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
相

談
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
。


休
日
に
し
か
来
所
で
き
な
い
会
員

の
た
め
に
、
完
全
予
約
制
に
て
休

日
指
導
会
を
行
う
。

３
．
組
織
強
化
と
そ
の
他
事
業
活
動
に

関
す
る
事
項


青
色
申
告
制
度
の
普
及
と
会
員
の

増
強
を
年
間
を
通
じ
推
進
す
る
。


新
入
会
員
紹
介
運
動
を
展
開
す
る
。


メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
入
会
促

進
を
含
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
る
。


税
を
考
え
る
週
間
の
行
事
を
積
極

的
に
活
用
し
、
管
内
各
市
の
市
民

ま
つ
り
に
於
い
て
、
広
報
活
動
を

展
開
す
る
。


個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守
す
る
た

め
、
指
導
デ
ー
タ
等
を
厳
正
に
保

管
・
管
理
し
、
充
分
な
備
え
を
講

ず
る
。


女
性
部
活
動
の
充
実
強
化
と
青
年

部
の
育
成
強
化
を
図
る
。


会
員
等
を
対
象
に
機
関
誌
「
青
色

だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
。


青
色
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
一
般

納
税
者
の
青
色
申
告
普
及
に
力
を

注
ぐ
。


会
員
外
の
事
業
者
に
対
し
、
記
帳

開
始
説
明
会
、
青
色
決
算
説
明
会

等
を
開
催
し
、
税
金
に
携
わ
る
法

人
と
し
て
の
事
業
活
動
を
実
施
す

る
。


情
報
通
信
技
術
の
積
極
的
な
活
用

を
図
り
、
業
務
の
効
率
化
及
び
会

員
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。


会
勢
拡
大
を
は
じ
め
、組
織
運
営
、

会
財
政
、
相
談
・
指
導
体
制
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
、再
検
討
を
行
う
。

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　経常収益

①特定資産運用益
退職給付引当預金利息 5,000 5,000 0
会館修繕引当預金利息 1,000 1,000 0
固定資産取得引当預金利息 1,000 1,000 0
機械化推進特定預金利息 1,000 1,000 0
財政調整基金預金利息 1,000 1,000 0
会館取得引当預金利息 1,000 1,000 0
　特定資産運用収益計 10,000 10,000 0

②受取入会金
受取入会金 200,000 200,000 0
　受取入会金計 200,000 200,000 0

③受取会費収入
正会員 83,422,500 85,422,500 △ 2,000,000
準会員 1,237,000 1,237,000 0
　受取会費計 84,659,500 86,659,500 △ 2,000,000

④事業収益
県民共済収益 220,000 250,000 △ 30,000
火災共済収益 570,000 650,000 △ 80,000
小規模企業共済収益 1,600,000 1,500,000 100,000
ジブラルタ生命収益 0 0 0
全青傷害・疾病・共済収益 1,060,000 1,200,000 △ 140,000
その他共済収益 850,000 900,000 △ 50,000
　事業収益計 4,300,000 4,500,000 △ 200,000

⑤会員大会事務手数料収益
会員大会事務手数料収益 0 0 0
　会員大会事務手数料収益計 0 0 0

⑥受取手数料収益
会計ソフト取扱手数料収益 1,400,000 1,400,000 0
受託事業収益 700,000 700,000 0
パナソニックホームズ手数料収益 0 1,000,000 △ 1,000,000
帳簿等頒布物事業収益 600,000 790,000 △ 190,000
　受取手数料収益計 2,700,000 3,890,000 △ 1,190,000

⑦雑収益
基本財産受取利息 1,000 1,000 0
受取利息 3,000 3,000 0
雑収入 1,096,000 1,096,000 0
　雑収益計 1,100,000 1,100,000 0
　　経常収益計 92,969,500 96,359,500 △ 3,390,000

　　経常費用
①事業費

給料手当 20,770,500 20,199,440 571,060
退職給付費用 624,250 624,140 110
法定福利費 4,653,500 4,652,680 820
福利厚生費 97,582 91,352 6,230
旅費交通費 1,394,030 1,382,300 11,730
地代家賃 1,284,932 1,274,120 10,812
通信運搬費 787,930 781,300 6,630
減価償却費 545,490 540,900 4,590
消耗品費 484,880 480,800 4,080
印刷製本費 363,660 360,600 3,060
新聞図書費 60,610 60,100 510
修繕費 90,915 90,150 765
備品費 1,515,250 1,502,500 12,750
車輌関係費 212,135 210,350 1,785
雑費 121,220 120,200 1,020
租税公課 442,710 443,460 △ 750
水道光熱費 333,355 330,550 2,805
事務所管理費 757,625 751,250 6,375
慶弔費 874,500 919,525 △ 45,025
会員福利費 4,234,590 3,993,872 240,718
記帳指導費 3,101,500 2,601,500 500,000
講習会説明会費 90,000 90,000 0
税を考える週間行事 400,000 400,000 0
青色学校開催費 0 80,000 △ 80,000
調査研究費 20,000 20,000 0
記帳指導員費 11,300,000 11,000,000 300,000
記帳確認費 140,000 140,000 0
弁護士委嘱費 320,000 320,000 0
広告宣伝費 1,900,000 1,900,000 0
勧奨費 400,000 400,000 0
会員大会費 300,000 300,000 0
利用手数料 0 300,000 △ 300,000
　事業費計 57,621,164 56,361,089 1,260,075

②管理費
給料手当 15,829,500 15,400,560 428,940
退職給付費用 475,750 475,860 △ 110
法定福利費 3,546,500 3,547,320 △ 820
福利厚生費 63,418 69,648 △ 6,230
旅費交通費 905,970 917,700 △ 11,730
地代家賃 835,068 845,880 △ 10,812
通信運搬費 512,070 518,700 △ 6,630
減価償却費 354,510 359,100 △ 4,590
消耗品費 315,120 319,200 △ 4,080
印刷製本費 236,340 239,400 △ 3,060
新聞図書費 39,390 39,900 △ 510
修繕費 59,085 59,850 △ 765
備品費 984,750 997,500 △ 12,750
車輌関係費 137,865 139,650 △ 1,785
雑費 78,780 79,800 △ 1,020
支払手数料 750,000 750,000 0
租税公課 457,290 456,540 750
水道光熱費 216,645 219,450 △ 2,805
事務所管理費 492,375 498,750 △ 6,375
会議費 800,000 900,000 △ 100,000
慶弔費 125,500 80,475 45,025
支払分担金 3,900,000 4,000,000 △ 100,000
会員福利費 15,265,410 13,506,128 1,759,282
連合会役職員研究会費 200,000 300,000 △ 100,000
役員研修会費 80,000 80,000 0
渉外活動費 300,000 300,000 0
会計士委嘱費 330,000 330,000 0
　管理費計 47,291,336 45,431,411 1,859,925
　　経常費用計 104,912,500 101,792,500 3,120,000

　　当期経常増減額 △ 11,943,000 △ 5,433,000 △ 6,510,000
　２．経常外増減の部
　　経常外収益
　　　　　　経常外収益計 0 0 0
　　経常外費用
　　　　退職給付会計基準変更時差異 0 0 0
　　　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 △ 11,943,000 △ 5,433,000 △ 6,510,000
　　　一般正味財産期首残高 117,328,069 109,858,356 7,469,713
　　　一般正味財産期末残高 105,385,069 104,425,356 959,713
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 105,385,069 104,425,356 959,713

令和３年度　予算書
令和３年４月１日から令和４年３月31日まで （単位：円）


関
係
各
官
庁
、
及
び
友
誼
団
体
と

の
相
互
協
調
・
交
流
を
図
る
。


会
館
取
得
の
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
将
来
の
会
館
設
立
の
た
め

の
引
当
預
金
の
積
み
立
て
を
行
う
。


会
費
の
支
払
方
法
は
口
座
振
替
を

原
則
と
し
、
未
移
行
者
の
口
座
振

替
化
推
進
を
図
る
。


全
て
の
白
色
申
告
者
に
記
帳
と
帳

簿
の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
説
明
会
を
開
催
し
、
特
典

の
あ
る
青
色
申
告
を
勧
め
入
会
に

繋
げ
る
。


会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
総

会
の
開
催
及
び
運
営
の
円
滑
化
を

図
る
。


マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
に
あ

た
り
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
等
の

要
望
を
行
う
と
と
も
に
安
全
管
理

措
置
を
講
ず
る
。
ま
た
、
特
定
個
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人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
周

知
さ
せ
る
た
め
、
職
員
の
教
育
を

定
期
的
に
実
施
す
る
。

４
．
福
祉
事
業
活
動
に
関
す
る
事
項


会
員
の
健
康
管
理
を
は
か
る
た
め

継
続
的
に
生
活
習
慣
病
健
診
を
実

施
す
る
。


小
規
模
企
業
共
済
制
度
や
全
青
色

共
済
等
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
、

各
種
保
険
・
共
済
制
度
の
拡
大
を

図
り
会
員
の
将
来
の
生
活
安
定
に

寄
与
す
る
。


役
員
一
泊
勉
強
会
を
開
催
し
、
指

導
者
研
修
と
役
員
交
流
を
図
る
。


会
員
へ
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め

各
種
資
料
を
配
布
す
る
。


会
員
に
呼
び
か
け
、使
用
済
切
手
・

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
及
び
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
を
実
施
し
、
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
る
。


献
血
運
動
を
展
開
し
社
会
的
使
命

を
推
進
す
る
。


職
員
の
連
帯
・
協
調
の
た
め
の
諸

施
策
を
実
施
す
る
。


フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

よ
る
無
料
保
険
相
談
を
実
施
す
る
。


一
人
親
方
労
災
保
険
特
別
加
入
の

紹
介
を
行
う
。


以
上
の
他
、
会
員
の
要
求
に
応
え

ら
れ
る
事
業
の
研
究
を
す
る
。

令和２年度 損益計算書（正味財産増減計算書）
令和２年４月１日から 令和３年３月31日まで （単位：円）

貸　借　対　照　表
令和３年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　経常収益

特定資産運用益 7,470 7,743 △ 273

　特定資産受取利息 7,470 7,743 △ 273

受取入会金 216,000 186,000 30,000

　受取入会金 216,000 186,000 30,000

受取会費 85,357,750 86,633,500 △ 1,275,750

　正会員 84,081,250 85,305,000 △ 1,223,750

　準会員 1,276,500 1,328,500 △ 52,000

事業収益 4,124,969 4,290,942 △ 165,973

会員大会事務手数料収益 0 1,815,240 △ 1,815,240

受取手数料収益 4,290,207 3,496,756 793,451

　手数料収益 3,473,523 2,435,757 1,037,766

　指導謝金収益 816,684 1,060,999 △ 244,315

雑収益 509,732 1,465,006 △ 955,274

　受取利息 2,709 3,226 △ 517

　雑収入 507,023 1,461,780 △ 954,757

　　経常収益計 94,506,128 97,895,187 △ 3,389,059

　　経常費用

事業費 51,212,510 53,733,337 △ 2,520,827

給料手当 19,758,496 19,900,469 △ 141,973

退職給付費用 605,331 1,021,601 △ 416,270

法定福利費 4,236,384 4,539,879 △ 303,495

福利厚生費 95,157 72,763 22,394

旅費交通費 1,085,712 1,281,039 △ 195,327

地代家賃 1,249,171 1,238,660 10,511

通信運搬費 787,930 726,470 61,460

減価償却費 505,907 414,280 91,627

消耗品費 403,478 354,136 49,342

印刷製本費 238,261 267,821 △ 29,560

新聞図書費 45,631 89,762 △ 44,131

修繕費 0 51,445 △ 51,445

備品費 1,515,250 1,202,000 313,250

車両関係費 199,564 192,744 6,820

雑費 90,300 106,851 △ 16,551

租税公課 389,800 400,700 △ 10,900

水道光熱費 282,376 290,363 △ 7,987

事務所管理費 699,701 692,189 7,512

慶弔費 291,500 888,939 △ 597,439

会員福利費 2,674,370 3,214,554 △ 540,184

記帳指導費 2,601,500 2,522,591 78,909

講習会説明会費 60,601 77,631 △ 17,030

税を考える週間行事 38,000 358,152 △ 320,152

青色学校開催費 0 68,571 △ 68,571

調査研究費 0 600 △ 600

記帳指導員費 10,588,634 10,098,797 489,837

記帳確認費 140,000 127,993 12,007

弁護士委嘱費 314,256 311,406 2,850

広告宣伝費 1,635,200 1,900,000 △ 264,800

勧奨費 400,000 333,464 66,536

会員大会費 0 987,467 △ 987,467

利用手数料 280,000 0 280,000

管理費 39,079,605 42,505,123 △ 3,425,518

給料手当 15,060,758 15,174,781 △ 114,023

退職給付費用 461,333 778,896 △ 317,563

法定福利費 3,228,610 3,461,319 △ 232,709

福利厚生費 61,843 48,307 13,536

旅費交通費 705,598 850,475 △ 144,877

地代家賃 811,829 822,340 △ 10,511

通信運搬費 512,070 482,299 29,771

減価償却費 328,787 275,038 53,749

消耗品費 262,219 235,111 27,108

印刷製本費 154,846 177,807 △ 22,961

新聞図書費 29,657 59,595 △ 29,938

修繕費 0 34,155 △ 34,155

備品費 984,750 798,000 186,750

車両関係費 129,696 127,963 1,733

雑費 58,688 70,940 △ 12,252

支払手数料 594,382 618,302 △ 23,920

租税公課 402,627 412,519 △ 9,892

水道光熱費 183,516 192,772 △ 9,256

事務所管理費 454,731 459,543 △ 4,812

会議費 688,296 1,586,085 △ 897,789

慶弔費 41,850 77,798 △ 35,948

支払分担金 3,842,425 3,989,770 △ 147,345

会員福利費 9,640,916 10,870,696 △ 1,229,780

連合会役職員研究会費 0 258,500 △ 258,500

役員研修会費 0 27,675 △ 27,675

渉外活動費 110,178 287,437 △ 177,259

会計士委嘱費 330,000 327,000 3,000

　経常費用計 90,292,115 96,238,460 △ 5,946,345

評価損益等調整前当期経常増減額 4,214,013 1,656,727 2,557,786

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 4,214,013 1,656,727 2,557,786

　２．経常外増減の部

　　経常外収益

雑収入 3,255,700 0 3,255,700

　経常外収益計 3,255,700 0 3,255,700

　　経常外費用

退職給付会計基準変更時差異 0 0 0

　経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 3,255,700 0 3,255,700

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 7,469,713 1,656,727 5,812,986

一般正味財産期首残高 109,858,356 108,201,629 1,656,727

一般正味財産期末残高 117,328,069 109,858,356 7,469,713

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 117,328,069 109,858,356 7,469,713

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

現金 3,581,113 2,240,713 1,340,400

普通預金 48,708,702 46,809,889 1,898,813

通常貯金 8,303,642 7,330,518 973,124

振替貯金 427,747 355,651 72,096

定期預金 14,000,000 14,000,000 0

未収金 607,500 20,000 587,500

前払金 41,852 26,464 15,388

　流動資産合計 75,670,556 70,783,235 4,887,321

　２．固定資産

　　基本財産

定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

　　特定資産

退職給付引当預金 55,943,169 54,876,505 1,066,664

会館修繕積立預金 3,710,736 3,710,420 316

固定資産取得引当預金 6,458,458 6,457,909 549

機械化推進特定預金 5,534,353 6,480,052 △ 945,699

財政調整基金 5,000,760 3,500,463 1,500,297

会館取得引当預金 3,500,407 2,500,195 1,000,212

　特定資産合計 80,147,883 77,525,544 2,622,339

　　その他の固定資産

什器備品 1,031,774 1,370,867 △ 339,093

車両運搬具 2 2 0

建物 9,440,242 9,831,893 △ 391,651

敷地権 2,558,840 2,558,840 0

電話加入権 74,300 74,300 0

ソフトウェア 787,050 0 787,050

保証金 100,000 100,000 0

出資金 5,800 5,600 200

預託金 18,520 18,520 0

　その他の固定資産合計 14,016,528 13,960,022 56,506

　　固定資産合計 99,164,411 96,485,566 2,678,845

　　　資産合計 174,834,967 167,268,801 7,566,166

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

預り金 793,229 1,747,940 △ 954,711

前受金 703,000 786,000 △ 83,000

未払金 67,500 0 67,500

　流動負債合計 1,563,729 2,533,940 △ 970,211

　２．固定負債

退職給付引当金 55,943,169 54,876,505 1,066,664

　固定負債合計 55,943,169 54,876,505 1,066,664

　　負債合計 57,506,898 57,410,445 96,453

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産 0 0 0

　　　　　指定正味財産合計 0 0 0

　２．一般正味財産 117,328,069 109,858,356 7,469,713

　　　　　正味財産合計 117,328,069 109,858,356 7,469,713

　　　　　負債及び正味財産合計 174,834,967 167,268,801 7,566,166



青色だより令和３年６月１日発行 （ 4 ）

副
会
長
（
組
織
担
当
）

（座間地区会長）

大矢　勝彦
<座間市>

組
織
委
員
長

岩崎　清昭
<大和市>

下田　兼義
<大和市>

中
央
林
間
東

中村　京子

副
会
長
（
総
務
担
当
）

（海老名地区会長）

堀田　勝彦
<海老名市>

税
制
委
員
長

柴田　茂
<大和市>

山村　美伎男
<大和市>

陳　勝
<大和市>

遠藤　伸彰
<大和市>

会
　
長

川　精一
<座間市>

総
務
委
員
長

長岡　巨知
<大和市>

千葉　斉
<横浜市>

顧
　
問

副
会
長
（
厚
生
担
当
）

（大和南地区会長）

二見　宣長
<大和市>

鈴木　美代子
<座間市>

松尾　誠一
<大和市>

大原　男
<座間市>

伴　勝義
<大和市>

横山　房司
<大和市>

副
会
長
（
広
報
担
当
）

（大和北地区会長）

谷川　元彦
<大和市>

副
会
長
（
税
制
担
当
）

（綾瀬地区会長）

石井　茂
<綾瀬市>

広
報
委
員
長

厚
生
委
員
長

西海　正美
<海老名市>

松尾　寿美子
<海老名市>

第16期

（令和３年５月～令和５年５月）

役員の紹介

理
　
事

監
　
事

支
部
長

曽根　寿太郎
<座間市>

川島　好三
<綾瀬市>

竹内　弘
<大和市>

矢澤　富夫
<座間市>

八木　隆行
<大和市>

佐々木　達也
<海老名市>
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南
林
間

田向　琳子

鶴
間

佐藤　範彦

渋
谷
東

仲戸川　誠一

栗
原
第
２

京免　康彦

小
松
原

矢板　文平

南
林
間
西

松岡　純二

西
鶴
間
若
草

本間　直子

大
和
東
第
２

渡辺　隆敏

大
和
東
第
１

向笠　三津雄

福
田
第
２

増　正之

相
模
が
丘
第
２

関口　吉三

南
林
間
北

矢内　弘子

西
鶴
間
第
１

大澤　一郎

福
田
第
１

鶴田　幸夫

入
谷
第
２

福田　亮

相
模
が
丘
第
１

冨田　清一

下
鶴
間
北

古木　富美

西
鶴
間

吉野　弘勝

中
央
１

山形　妙子

桜
ヶ
丘
第
２

国兼　泰信

入
谷
第
１

齊藤　一則

相
武
台
第
２

堀　丈夫

下
鶴
間

佐藤　忠子

林
間
東

石井　勇

草
柳
西

古谷田　秋美

桜
ヶ
丘
第
１

田邊　政道

座
間

一之瀬　義康

中
央
林
間
西

宮道　岑雄

南
林
間
南

笹本　恵子

草
柳
南

平塚　恵一

大
和
南

一部　冨士男

渋
谷
南
第
１

保田　豊

相
武
台
第
１

早坂　長蔵

栗
原
第
３

手川　薫

柏
ヶ
谷
第
３

窪田　照雄

柏
ヶ
谷
第
２

外堀　伸一
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大
谷
・
勝
瀬

池田　裕司

今
里
・
社
家

時任　勝美

寺
尾
北

新家　清

綾
瀬
農
業

田地川　和男

上
今
泉

岩野　亮

本
郷
・
中
河
内

猪熊　克行

綾
北

長沼　邦紘

海
老
名
農
業

井上　勝

国
分
第
２

飯田　覚

杉
久
保
・
上
河
内

須藤　則男

上
深
谷

高橋　茂

座
間
農
業

曽根　寿英

国
分
第
１

重田　勉

中
新
田
・
さ
つ
き

金子　孝

中
村

山添　宏征

大
和
農
業

村田　裕司

海
老
名
第
４

寺谷　進

浜
田
・
国
分
寺
台

松本　進

上
土
棚

渡井　賢次

中
野
・
門
沢
橋

柏木　敏男

早
園

矢部　貴洋

税
理
士

鈴木　正和

大
和
歯
科
医
師

齊木　稔

確定申告書とりまとめ事績報告
◆所得税

件数 　 率 　
1月19日～29日 23件 1．2％
2月11日～15日 558件 29．3％
2月16日～28日 614件 32．4％
3月11日～10日 251件 13．2％
3月11日～15日 173件 9．1％
3月16日～31日 279件 14．7％

合計 1，898件 100．0％

お疲れ様でした

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ ８９９ 農 業 ４ １，１３５ 準 会 員 Ａ １２２

大 和 南 １６ ９６０ 歯 科 医 師 ２ ２２ 準 会 員 Ｂ １６４

座 間 １４ ９１１ 税 理 士 １ ７３

海 老 名 １４ ７７５ 事 務 局 １６０

綾 瀬 ９ ５４６ 正 会 員 計 ５，４８１ 準 会 員 計 ２８６

支部と会員数　　　（令和３年５月20日 現在）

簡　易 215件 本　則 85件

所得税 184件 消費税 53件

所得税 2，098件 消費税 128件

入会者数 55名

◆消費税（令和3年1月19日～3月31日）

◆早期一括提出（令和3年2月16日）

◆ｅ-Ｔａｘ送信件数

◆青色コーナー入会者数（令和３年2月15日～3月15日）
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〔役員の設置〕

第２３条　　本会に、次の役員を置く。

　　（１）　　理事　２０名以上３０名以内

　　（２）　　監事　３名以内

〔役員の任期〕

第２７条　　理事及び監事の任期は、選任後２年

以内に終了する事業年度のうち、最終

のものに関する通常総会の終結の時ま

でとし、再任を妨げない。

〔決　　　議〕

第３６条　　理事会の決議は、決議について特別

の利害関係を有する理事を除く理事の

過半数が出席し、その過半数をもって

行う。

〔役員の設置〕

第２３条　　本会に、次の役員を置く。

　　（１）　　理事　２０名以上３０名以内

　　（２）　　監事　１名以上３名以内

〔役員の任期〕

第２７条　　理事及び監事の任期は、選任後２年

以内に終了する事業年度のうち、最終

のものに関する通常総会の終結の時ま

でとし、再任を妨げない。

２　　補充又は増員により選任された理事

の任期は、前任者又は現任者の任期の

満了する時までとする。

３　　補充により選任された監事の任期

は、前任者の任期の満了する時までと

する。

４　　理事及び監事は、第２３条１項に定

める員数が欠けた場合には、辞任又は

任期満了後においても、新たに選任さ

れた者が就任するまで、なお理事又は

監事としての権利義務を有する。

〔決　　　議〕

第３６条　　理事会の決議は、決議について特別

の利害関係を有する理事を除く理事の

過半数が出席し、その過半数をもって

行う。

２　　理事が理事会の決議の目的である事

項について提案した場合において、当

該提案につき、議決に加わることがで

きる理事の全員が書面又は電磁的記録

により同意の意思表示をしたときは、

当該提案を可決する旨の理事会の決議

があったものとみなす。ただし、監事

が異議を述べたときは、その限りでは

ない。

附　則

５　　この定款の一部変更（第２３条、第

２７条、第３６条）は、令和３年５月

２７日より施行する。

変更前

定款の一部変更に関する件

変更後

第27回 通常総会において定款の一部変更が承認可決されました。変更内容は以下のとおりとなります。

新旧対照表
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（単位：円）

　
本
年
度
は
、
税
制
政
策
の
問
題
を
は

じ
め
「
青
色
申
告
特
別
控
除
」
の
適
用

の
充
実
、
複
式
簿
記
の
普
及
、
さ
ら
に

小
規
模
企
業
税
制
の
確
立
に
む
け
て
、

親
会
の
指
導
の
も
と
に
一
致
団
結
し
た

行
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

１
．
部
員
の
増
強
を
は
か
り
、
組
織
の

充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

２
．
部
員
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
つ
と

め
ま
す
。

３
．
誠
実
・
健
全
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

研
修
会
・
講
習
会
な
ど
を
通
し
て

自
己
研
さ
ん
を
積
み
、
自
書
申
告

を
推
進
し
ま
す
。

４
．
親
会
の
運
動
・
事
業
に
積
極
的
に

参
加
し
て
協
力
し
ま
す
。

５
．
他
会
女
性
部
と
の
友
好
関
係
を
深

め
ま
す
。

６
．
全
青
色
・
県
連
の
女
性
部
事
業
に

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

【
基
本
的
方
針
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
で
流

行
し
て
か
ら
一
年
以
上
経
過
し
ま
し
た

が
、
収
束
は
な
お
も
見
え
ま
せ
ん
。
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
経
済
や
社

会
活
動
に
制
限
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
の

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
対
策
が

取
ら
れ
、
外
出
抑
制
や
休
業
・
時
短
要

請
に
よ
り
個
人
消
費
が
大
き
く
落
ち
込

み
、
先
の
見
え
な
い
不
安
の
中
で
、
個

人
事
業
主
は
極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

令
和
３
年
度 

事
業
計
画

科　　目 予算額
部 活 動 補 助 金 350,000
部 会 費 75,000
特 別 会 費 50,000
雑 収 入 20,000
繰 越 金 451,215
合 　 　 計 946,215

令和３年度 収支予算書
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　目 予算額
講 習 会 費 60,000
研 修 会 費 270,000
総 会 費 40,000
通 信 費 1,500
会 議 費 95,000
旅 費 92,000
賀 詞 交 歓 会 費 300,000
全青色・県連・研究会費 40,000
交 際 費 15,000
消 耗 品 費 7,000
慶 弔 費 15,000
予 備 費 10,715
繰 越 金 0
合 　 　 計 946,215

〈支出の部〉

積
極
的
に
参
加
協
力
し
ま
す
。

７
．
複
式
簿
記
の
普
及
を
し
、
青
色
申

告
特
別
控
除
６
５
万
円
の
活
用
を

は
か
り
ま
す
。

８
．
使
用
済
み
切
手
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
推
進
し
ま

す
。

５
月	

通
常
総
会

６
月	

親
会
の
会
員
大
会
に
協
力

７
月	

サ
ー
ク
ル
活
動

９
月	
研
修
旅
行

10
月	
県
連
の
講
演
会
に
協
力
・
参
加

研
修
会

11
月	

税
を
考
え
る
週
間

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
）

12
月	

サ
ー
ク
ル
活
動

１
月	

新
年
賀
詞
交
歓
会

３
月	

確
定
申
告
期
手
伝
い

女
性
部 

行
事
予
定

女
性
部 

役
員

顧
　
問
　
　
間
　
瀬
　
喜
代
子

顧
　
問
　
　
佐
　
藤
　
春
　
子

相
談
役
　
　
本
　
間
　
直
　
子

部
　
長
　
　
鈴
　
木
　
美
代
子

副
部
長
　
　
松
　
岡
　
サ
ヨ
子

副
部
長
　
　
盛
　
屋
　
美
代
子

会
　
計
　
　
小
　
菅
　
雅
　
子

会
　
計
　
　
山
　
形
　
妙
　
子

監
査
役
　
　
入
内
島
　
敦
　
子

監
査
役
　
　
山
　
村
　
富
　
子

幹
　
事
　
　
鈴
　
木
　
秀
　
子

幹
　
事
　
　
有
　
山
　
紀
　
子

幹
　
事
　
　
若
　
林
　
久
　
子

幹
　
事
　
　
清
　
水
　
陽
　
子

幹
　
事
　
　
向
　
笠
　
春
　
英

幹
　
事
　
　
笹
　
本
　
恵
　
子

科　　目 予算額

特 別 会 費 30,000

補 助 金 400,000

雑 収 入 10,000

繰 越 金 523,463

合 　 　 計 963,463

令和３年度 収支予算書
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

〈収入の部〉

科　　目 予算額

会 議 費 80,000

研 修 費 120,000

事 業 費 140,000

特 別 研 修 費 80,000

渉 外 費 40,000

総 会 費 30,000

親 睦 費 130,000

事 務 費 20,000

予 備 費 323,463

合 　 　 計 963,463

〈支出の部〉

令
和
３
年
度 

事
業
計
画

に
置
か
れ
る
と
共
に
、〝
三
密
〟
の
言

葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
私
達
の
生
活

様
式
は
一
変
し
ま
し
た
。

　
当
会
に
於
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
っ
て
、
会
員
の
廃
業
・
退
会
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
危
機
感
を
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
で
き
る
最
大
限
の
工
夫
を
凝

ら
し
て
会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
協
力

し
、
退
会
者
の
増
加
を
抑
え
る
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
部
一
同
、
人
が
集
ま
る

組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
部
員
増
強

を
行
う
と
と
も
に
、部
活
動
を
強
化
し
、

部
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
さ
ら
に
親

会
事
業
へ
の
参
画
や
他
会
と
の
交
流
も

積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。
公
益
事

業
と
し
て
は
、
平
成
８
年
の
秋
か
ら
継

続
し
て
25
年
以
上
続
け
て
い
る 

「
街
頭

献
血
の
呼
び
掛
け
」
を
中
心
に
展
開

し
ま
す
。 

税
制
支
援
事
業
と
し
て
は
、 

会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
」

と
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の
利
用
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｔ
化
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
青
色
申
告
に

関
連
す
る
税
制
に
対
し
て
、
研
究
学
習

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
の
考
え
方
を
基
本
に
、
令
和
３

年
度
の
事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
に
定

め
、
そ
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

【
事
業
計
画
】

１
．
部
員
増
強
運
動
の
展
開
及
び
充
実

強
化

２
．
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
推
進
や
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
を
含
む
パ
ソ
コ
ン
会
計

の
普
及
促
進

３
．
街
頭
献
血
へ
の
協
力
な
ど
、
公
益

事
業
の
企
画
・
推
進

４
．
部
員
相
互
の
親
睦
及
び
他
会
青
年

部
と
の
交
流

５
．
税
制
の
研
究
・
習
得
と
税
制
政
策

活
動
の
推
進

６
．
親
会
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
・

協
力

７
．
そ
の
他
、
緊
急
且
つ
必
要
な
事
業

の
協
議
・
推
進
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４
月
　
　
監
査
会

　
　
　
　
役
員
会
（
第
１
回
）

５
月
　
　
第
27
回
通
常
総
会
　

６
月
　
　
役
員
会
（
第
２
回
）

７
月
　
　
青
年
部
通
信
　
第
41
号
発
行

８
月
　
　
役
員
会
（
第
３
回
）

10
月
　
　
街
頭
献
血
の
呼
び
掛
け

11
月
　
　
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
講
習
会

　
　
　
　
役
員
会
（
第
４
回
）

12
月
　
　
青
年
部
通
信
　
第
42
号
発
行

　
　
　
　
役
員
会
（
第
５
回
）

　
　
　
　
忘
年
会

１
月
　
　
役
員
会
（
第
６
回
）

　
　
　
　
新
年
会

青
年
部 

行
事
予
定

青
年
部 

役
員

顧
　
問
　
　
薮
　
内
　
正
　
典

部
　
長
　
　
下
　
田
　
兼
　
義

副
部
長
　
　
谷
　
川
　
友
　
彦

副
部
長
　
　
吉
　
野
　
晃
　
弘

会
　
計
　
　
陳
　
　
　
　
　
勝

監
査
役
　
　
仲
戸
川
　
友
　
和

幹
　
事
　
　
原
　
岡
　
博
　
宣

幹
　
事
　
　
黒
　
沼
　
　
　
隆

幹
　
事
　
　
遠
　
藤
　
耕
一
郎

　新型コロナウイルス感染症等の影
響に伴い、国や地方公共団体から助
成金等の支給を受けました。この助
成金等はいつの年分の収入金額とし
て申告する必要がありますか。

２
月
　
　
確
定
申
告
期
応
援
活
動

３
月
　
　
確
定
申
告
期
応
援
活
動

　
　
　
　
役
員
会
（
第
７
回
）

　
　
　
　
確
定
申
告
反
省
会

●「令和３年分所得税及び復興特別
所得税の予定納税額の通知書」が
6月15日頃送付されます。

　なお、令和３年分の所得に対
する税金として見積もった金額が、税務署から通知された予定
納税基準額よりも少なくなると見込まれるときは、「予定納税額
の減額申請書」を提出して承認されれば、予定納税額は減額さ
れます。

※納付が期限に遅れた場合、あるいは振替納税をご利用の方が残高不足等
により振替ができなかった場合は、それぞれの期限の翌日から納付日ま

での延滞税がかかります。

●新型コロナウイルス感染症に関する対応等についての各種情報が
国税庁ホームページに掲載されておりますのでご確認ください。

●消費税の適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）につ
きましては、令和5年10月から導入され、令和3年10月には適格
請求書発行事業者の登録申請の受付が始まります。

適格請求書発行事業者の登録申請に当たっては、申請から通知ま
での手続きがスムーズに行えるe-Taxのご利用を是非お願いしま
す。

大和税務署からの
お知らせ

区分 納付期間 減額申請書提出期限

第１期分
令和３年７月１日～同年８月２日
（振替納税の振替日は8月2日）

令和３年７月１５日
（6月30日の現況により見積もる）

第２期分 令和３年１１月１日～同年１１月３０日
（振替納税の振替日は11月30日）

令和３年１１月１５日
（10月31日の現況により見積もる）

　所得税の所得金額の計算上、収入計上時期については、原則として、その収入
すべき権利が確定した日の属する年分となります（所得税法36条）。したがって、
国や地方公共団体により助成金等の支給が決定された日の属する年分の収入金額として計上することに
なります。
　ただし、その助成金等が、経費を補てんするために法令の規定等に基づき交付されるものであり、あ
らかじめその交付を受けるために必要な手続をしている場合には、その経費が発生した年分に助成金等
の交付決定がされていないとしても、その経費と助成金等の収入が対応するように、その助成金等の収
入計上時期はその経費が発生した日の属する年分として取り扱うこととしています（所得税基本通達
36・37共-48）。

【参考】○新型コロナウイルス感染症等の影響に関連して国等から支給される主な助成金等（課税対象となるもの）

助成金等の種類 収入計上時期

【事業所得等に区分されるもの】
※事業に関連して支給される助成金（例えば、事業者の収入が減少したことに対する補償や支払賃金などの必要経費に算入すべき支出の
補てんを目的として支給するものなど）

持続化給付金（事業所得者向け） 東京都の感染拡大防止協力金 支給決定時

雇用調整助成金
小学校休業等対応助成金（支援金）
家賃支援給付金
小規模事業者持続化補助金

農林漁業者への経営継続補助金
医療機関・薬局等における感染拡
大防止等支援事業における補助金

支給決定時 又は 経費発生時

新型コロナウイルス感染症特別利子補給制度に係る利子補給金 経費発生時

【一時所得に区分されるもの】
※例えば、事業に関連しない助成金で臨時的に一定の所得水準以下の方に対して一時に支給される助成金

持続化給付金（給与所得者向け） 支給決定時

 Go Toトラベル事業における給付金 旅行終了時（旅行代金割引相当額）
クーポン使用時（地域共通クーポン相当額）

 Go Toイート事業における給付金 ポイント、食事券使用時

 Go Toイベント事業における給付金 ポイント、クーポン使用時

【雑所得に区分されるもの】 ※上記に該当しない助成金

持続化給付金（雑所得者向け） 支給決定時
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支

部

表

彰

個

人

表

彰

▼
会
員
勧
奨
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
草
柳
南
支
部

　
　
　
　
（
平
塚
恵
一
支
部
長
）

　
２
位
　
南
林
間
南
支
部

　
　
　
　
（
竹
内
弘
支
部
長
）

【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
草
柳
西
支
部

　
　
　
　
（
古
谷
田
秋
美
支
部
長
）

　
２
位
　
渋
谷
西
支
部

　
　
　
　
（
松
井
憲
司
副
支
部
長
）

　▼
自
己
研
さ
ん
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
浜
田
・
国
分
寺
台
支
部

　
　
　
　
（
松
本
進
支
部
長
）

　
２
位
　
立
野
台
支
部

　
　
　
　
（
浅
野
三
喜
男
会
計
幹
事
）

【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
柏
ヶ
谷
第
２
支
部

　
　
　
　
（
外
堀
伸
一
支
部
長
）

　
２
位
　
相
模
が
丘
第
１
支
部

　
　
　
　
（
冨
田
清
一
支
部
長
）

　▼
確
定
申
告
書
早
期
提
出
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
中
央
１
支
部

　
　
　
　
（
山
形
妙
子
支
部
長
）

　
２
位
　
浜
田
・
国
分
寺
台
支
部

　
　
　
　
（
松
本
進
支
部
長
）

令
和
２
年
度
分

〈
敬
称
略
〉

〈
五
十
音
順
・
敬
称
略
〉

　
《
表
彰
状
》

◆
表
彰
規
程 
第
３
条

－

２

【
退
任
（
理
事
・
監
事
・
支
部
長
）】

　
上
原
　
忠
男
　
　
佐
藤
　
孝
夫

　
清
田
　
　
豪
　
　
冨
塚
　
明
夫

　
西
内
　
節
夫
　
　
福
島
　
勝
雄

　
藤
井
　
　
弘

◆
表
彰
規
程 

第
３
条

－

３

【
退
任
（
支
部
役
員
）】

　
飯
山
　
文
子
　
　
一
ノ
瀬
義
則

　
岡
田
　
善
雄
　
　
小
川
　
政
男

　
小
野
寺
好
助
　
　
加
藤
た
け
子

　
久
保
田
久
枝
　
　
下
田
　
昭
治

　
将
田
　
美
子
　
　
白
石
　
　
享

　
中
村
　
康
隆
　
　
西
垣
　
玲
子

　
長
谷
川
早
苗
　
　
細
野
　
　
豊

　
前
野
　
　
繁
　
　
三
ツ
谷
貫
志
郎

　
村
井
　
　
達
　
　
盛
屋
　
興
一

　
柳
田
　
　
博
　
　
柳
谷
志
知
郎

　
山
木
　
　
忍
　
　
若
林
カ
ツ
子

　 【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
柏
ヶ
谷
第
２
支
部

　
　
　
　
（
外
堀
伸
一
支
部
長
）

　
２
位
　
林
間
東
支
部

　
　
　
　
（
石
井
勇
支
部
長
）

令
和
２
年
度
分

◆
表
彰
規
程 

第
３
条

－

４

【
退
任
（
女
性
部
役
員
）】

　
佐
藤
　
春
子
　
　
冨
塚
　
洋
子

◆
表
彰
規
程 

第
３
条

－

５

【
継
続
勤
務
（
20
年
）】

　
大
塚
　
久
男
　
　
大
矢
　
恵
造

　
小
野
田
英
明
　
　
小
林
　
一
豊

　
東
郷
　
芳
哉
　
　
中
山
　
和
子

　
原
岡
　
博
宣
　
　
三
澤
金
一
郎

　
山
口
　
二
郎
　
　
渡
辺
　
隆
敏

◆
表
彰
規
程 

第
３
条

－

６

【
会
員
勧
奨
】

　
鈴
木
　
　
徹
　
　
村
田
　
裕
司

　
《
感
謝
状
》

◆
表
彰
規
程 

第
４
条

－

２

【
退
任
（
理
事
・
監
事
・
支
部
長
）】

　
上
山
　
　
顕

◆
表
彰
規
程 

第
４
条

－

３

【
退
任
（
支
部
役
員
）】

　
石
井
　
照
子
　
　
長
田
　
晴
義

　
片
桐
　
正
治
　
　
倉
持
み
ゆ
き

　
小
暮
　
典
男
　
　
小
森
雄
次
郎

　
中
村
　
直
幸
　
　
新
倉
　
正
治

　
野
沢
　
孝
夫
　
　
長
谷
川
安
次

　
堀
内
　
松
子

◆
表
彰
規
程 

第
４
条

－

５

【
継
続
勤
務
（
10
年
）】

　
有
山
　
金
男
　
　
池
田
　
裕
司

　
石
井
　
弘
治
　
　
遠
藤
耕
一
郎

　
折
井
　
　
悟
　
　
笠
間
　
茂
治

　
京
免
　
康
彦
　
　
栗
原
十
九
二

　
小
湊
　
洋
一
　
　
斉
藤
健
之
助

　
佐
須
田
則
幸
　
　
澤
田
　
芳
巳

　
渋
谷
　
三
男
　
　
嶋
澤
　
常
次

　
須
藤
　
則
男
　
　
關
　
恵
美
子

　
二
見
　
和
親
　
　
古
谷
　
昭
司

　
間
瀬
　
一
弘
　
　
松
尾
寿
美
子

　
松
尾
　
康
弘
　
　
万
場
　
　
勇

　
三
浦
　
一
代
　
　
矢
澤
　
　
洋

　
山
川
　
　
廣
　
　
山
添
　
宏
征

　
吉
原
　
達
朗

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

わ
が
人
生
に
悔
い
な
し

　
私
と
青
色
申
告
会
と
の
お
付
き
合
い

は
、
起
業
し
て
か
ら
２
年
ほ
ど
経
っ
た

昭
和
53
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
入
会

当
時
は
「
大
和
青
色
申
告
会
」
で
は
な

く
、「
厚
木
管
内
青
色
申
告
会
」
と
い

う
団
体
名
で
し
た
。

　
開
業
当
初
は
、
売
上
の
割
に
は
経
費

や
所
得
控
除
額
が
少
な
く
、
納
税
が
随

分
負
担
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

青
色
申
告
会
の
職
員
さ
ん
や
記
帳
専
門

指
導
員
さ
ん
た
ち
の
指
導
の
お
陰
で
節

税
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
厚
木
か
ら
分
割
さ
れ
「
大
和
管
内
青

色
申
告
会
」
に
な
る
と
役
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
「
井
の
中
の

蛙
」、「
お
山
の
大
将
」
的
な
存
在
だ
っ

国分第２支部
支部長

飯 田 　 覚

た
私
で
し
た
が
、
会
議
や
研
修
旅
行
等

に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
接
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が

で
き
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た

よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
昨
年
、
私
は

一
大
決
心
を
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
き
っ
か
け
で
し
た
が
、

誕
生
日
に
は
古
希
を
迎
え
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、「
今
こ
そ
潮
時
」
と
、
３

月
末
を
も
っ
て
事
業
の
幕
を
閉
じ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
石
原
裕
次
郎
さ
ん
の

歌
の
題
名
で
も
あ
り
ま
す
が
、今
は「
わ

が
人
生
に
悔
い
な
し
」
と
い
う
心
境
で

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
会
員
さ
ん
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も

早
く
感
染
が
収
束
し
、
以
前
の
よ
う
な

生
活
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
祈
念
し
て
い

ま
す
。


